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１.『健康は平和の礎』を
テーマとしたイベントを開催！

　1948 年 4 月 7 日に発効した世界保
健機関（WHO）憲章には、健康は平和
の礎であり、同時に平和であることが健
康の源であることを認識し、平和を希求
する文言が満ち溢れています。 2025
年は、第二次世界大戦後 80 年という節
目の年。 WHO 憲章の理念などに学ぶ
とともに、日本が「発明」した母子健康
手帳（以下、母子手帳）の変遷と世界に
広がった母子手帳の実践から学び、健康
と平和という視座から私たちの社会のあ
り方を未来志向で考えるため、『健康は
平和の礎』をテーマとして、12 月 8 日

（月）～ 12 月 20 日（土）に、立命館
大学国際平和ミュージアム（京都市北区
等持院北町 56-1）において企画展示を
行い、期間中に 2 回セミナーを開催し
ました（図 1）。

２. 企画展示『健康は平和
の礎』
　この度の企画展示に向けて、担当理事
として中村安秀理事長、小田節子理事、
阪田敦視理事、大和泰隆理事、當山紀子
理事、ワーキンググループメンバーとし
て板東あけみ氏、唐川芽育氏、蕨彰寛氏、
近松勇門氏、そしてスタッフの豊田ピチ

ャヤ氏、木下英樹事務局長が協働で、展
示パネルを作成しました（図 2）。また、
各地方で大きさや色が異なる日本の様々
な母子手帳、世界 20 か国以上の母子手
帳、47 都道府県で配布されているリト
ルベビーハンドブックが展示されました

（写真 1）。期間中、ミュージアムには
1,126 名（大人 826 名、子ども 300 名）
が来館され、多くの方が本企画展示会場
にも足を運んでくれました。

３．セミナー「世界平和と
母子手帳と WHO 憲章」
　12 月 12 日 ( 金 ) 13 : 00 ～ 14 : 00
に、ミュージアム 2 F のピースコモンズ
において、中村理事長（日本 WHO 協会、
大阪大学 名誉教授）を講師として、セ
ミナー「世界平和と母子手帳と WHO 
憲章」が開催されました。28 名（男性
15 名、女性 13 名）の方が参加してく
れました。

セミナー・イベント報告 １

地域包括ケアシステムの構築について

立命館大学国際平和ミュージアムにおける
企画展示とセミナーの開催

大阪大学大学院医学系研究科附属次のいのちを守る人材育成
教育研究センター特任准教授、 日本WHO協会理事

當山 紀子 （とうやま のりこ）
国際保健学修士＆保健学博士 ( 東京大学 )。ナース＆保
健師として、小児科、保健所、厚労省等に勤務。インド
ネシアやパレスチナへの支援活動にも従事。

日本WHO協会スタッフ

豊田 ピチャヤ （とよだ ぴちゃや）
タイ出身の医師（MD, MPH）。日本 WHO 協会に勤務。
移民の健康とグローバルヘルスに関心を持ち、すべての
人の健康を大切にしています。

図1　立命館大学国際平和ミュージアム企画展示とセミナーのパンフレット
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図2　平和を希求したWHO憲章、公益社団法人日本WHO協会の活動概要、世界に広がる母子手帳等のパネル

　中村理事長から、世界保健機関設立の
経緯、WHO 憲章の「健康」の定義、プ
ライマリヘルスケア、公益社団法人日本
WHO 協会の設立と活動、そして母子手
帳の歴史と世界の母子手帳などが紹介さ
れました。また、戦火のパレスチナ・ガ
ザ地域で、母子手帳が命のパスポートと
して大切にされていること、平和を願う
WHO 憲章と母子手帳が 2028 年に 80
周年を迎えるにあたり、平和と国際協調
を訴えるイベントを企画することが発表
されました（図 3, 4）。 写真1　世界の母子手帳
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　続いて、小田理事から日本 WHO 協
会の設立からの経緯が紹介され、大和理
事からは戦争と平和への想いが語られま
した。その後のディスカッションでは、
WHO 協会として、母子手帳を広めてい
くことを活動の一つとして取り組んでい
くこと、来年 2026 年 8 月 25 日～ 27
日にジャカルタで開催される国際母子手
帳会議にも WHO 協会として参加する
ことなどが話し合われました。

４．セミナー「母子手帳 : 
アナログとデジタルの共生」
　同日 14 : 30 ～ 15 : 50 には、當山理
事、武永早苗氏（NPO 法人ひまわりの
会 コンテンツ開発マネージャー）、阪田
理事（株式会社プロアシスト 代表取締
役社長）を講師として、「母子手帳 : ア
ナログとデジタルの共生」が開催されま
した。28 名（男性 15 名、女性 13 名）
の方が参加してくれました。
　私（當山）からは、「母子健康手帳：
今後の展望」と題し、インドネシアとパ
レスチナにおける母子手帳の開発・普及、
そして日本の母子手帳の研究の結果につ
いて、特にデジタルとアナログの両立の
視点を中心に紹介しました（図 5）。
　武永氏からは、「NPO 法人ひまわりの
会」の活動、母子手帳デジタル版アプリ、
母子手帳のアナログ版とデジタル版ので
きることと課題、そして「（母子手帳は）
親が記録し子が受けとる唯一の健康記録
であり、子が確認する親の唯一の健康記
録」として承継することの意義が紹介さ
れました（図 6）。
　最後に、阪田理事から、母子手帳のデ
ジタル化の必要性と紙の母子手帳が持つ
独自の価値が紹介され、「子育てに関わ
る人々の愛情や個人的な思い出」は、必
ずしも数値化、定量化できるものではな
く現在のデジタル技術で記録することは
困難であること、そのため「アナログと
デジタルの良いとこ取り」が提案されま
した（図 7）。
発表に続いて、中村理事長がファシリテ
ーターとなり行われたパネルディスカッ
ションでは、デジタル版母子手帳の医療

セミナー・イベント報告 １

図3, 4　中村理事長発表資料

図5　當山理事発表資料
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機関との連携について、母子手帳のアプ
リが国際的に利用できるのか、パレスチ
ナでの母子手帳展開についての質問など
がありました。そして最後に、中村理事
長から「今後、母子手帳のデジタル版と
アナログ版の両立について、更に検討し
ていくこと」が提案されました（写真 2）。

５．セミナー「当事者の熱
意が行政を巻き込んだ : リ
トルベビーハンドブックの
展開」
　12 月 16 日（火）14 : 00 ～ 15 : 00 に、
板東あけみ氏（リトルベビーサークル全
国ネットワーク 顧問）、小島かおり氏（リ
トルベビーサークル滋賀の COAYU 代
表）を講師として、セミナー「当事者の
熱意が行政を巻き込んだ : リトルベビー
ハンドブックの展開」が開催されました。
16 名（男性 7 名、女性 9 名、内子ども
2 名）の方が参加してくれました。
　小島氏からは、「当事者の熱意が行政
を巻き込んだリトルベビーハンドブック
の展開」と題し、リトルベビーサークル
滋賀 COAYU の設立経緯や活動、そして

「びわこリトルベビーハンドブック」の
作成のきっかけや特徴、活動のインスタ
グラムについてもご紹介頂きました（図
8）。 図7　阪田理事発表資料

図6　武永氏発表資料

写真2　12月12日セミナー集合写真
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セミナー・イベント報告 １

　板東氏からは、「リトルベビーハンド
ブックの必要性と活用」と題し、リトル
ベビーを育てる親にとって既存の母子手
帳はなぜ辛いのか、リトルベビーハンド
ブックの全国的な特徴、理想的な配布方
法、今後の課題などについてご紹介頂き、
それぞれの立場での支援の必要性などが
提案されました（図 9）。
　続いて、本企画のワーキンググループ
メンバーである近松氏がファシリテータ
ーとなり行われたパネルディスカッショ
ンでは、行政への働きかけについての工
夫やリトルベビーサークルの先輩ママた
ちからのメッセージの集め方などについ
て話し合われました。そして最後に、中
村理事長から「リトルベビーの親たちが
自分の想いを形にして、当事者主体の活

動から行政を巻き込んで動かしたこと、
リトルベビーハンドブックが日本の医療
に問いかけていること、そして今後は、
日本にとどまらず世界のことも考えて、
リトルベビーハンドブックを世界に広げ
ていくこと」が提案されました（写真 3）。

６．終わりに
　今回、立命館大学国際平和ミュージア
ムにおける企画展示とセミナーに参加さ
せて頂き、改めて WHO 憲章の意義と「プ
ライマリヘルスケア」の 5 つの原則（住
民参加、住民のニーズに基づくこと、地
域資源の活用、多分野間の協調と統合、
適正技術の使用）について考え、母子手
帳やリトルベビーハンドブックの大切さ
とその活動の素晴らしさを学ぶことがで

きました（図 10）。特に、リトルベビ
ーサークル滋賀 COAYU の小島さんには、
当事者が主体的に参加する活動の重要性
を改めて教えて頂きました。

　今回、残念ながら会場に来られなかっ
た皆様にも、この報告を通してイベント
の様子が伝われば嬉しいです。また、関
心をお持ちの皆様には、次の企画でお会
いできますことを楽しみにしています。

　最後になりましたが、貴重な機会とす
ばらしい会場をご提供いただいた立命館
大学国際平和ミュージアムの皆さまに厚
く感謝申し上げます。ありがとうござい
ました。

図8　小島氏発表資料

図9　板東氏発表資料
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写真3　12月16日セミナー集合写真

図10　プライマリヘルスケア紹介パネル
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